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高齢者に住みやすい岡山市づくりへの要望書
～認知症対策の強化と公共交通の改善整備等を～

一世紀前の倍となった平均寿命という状況にもとで、超高齢社会が到来しています。人類史上かってない長寿という意味では栄光の時代を実現したと言えましょう。その影の部分として、認知症を患う人の問題が社会問題化してきています。独居老人と高齢夫婦のみ世帯で高齢者世帯の過半数を超える状況となり、これまでの生活の在り方も劇的に変化している現実があます。医療・介護の課題や公共交通など社会生活維持の仕組み等も、高齢者に住みやすい都市づくりも新しい視点に立った整備が必要になっていると考えます。
こうした状況を踏まえて、私達はこれからの時代を展望しつつ政令都市にふさわしい「住みやすい岡山市づくり」を目指す立場から、下記の通り主要課題として要望するものです。
記
1、 超高齢社会のもとでの認知症対策の強化を
1 施策の基本となる認知症高齢者及び独居老人の実態把握をされたい。
2 認知症の早期診断・早期発見をすすめる地域医療システムを構築して下さい。
3 「かかりつけ医」の認知症診断のレベルアップ研修をはかると共に、診断に加えて介護者への生活指導や福祉資源へ結びつけるサポート支援を医師に要請されたい。
4 地域包括支援センターは市の直轄事業として見直して頂きたい。その業務の公的責任が担保できる恒常的活動が今後の高齢者対策の基本に座るべきだと考えます。センターには認知症連携担当者を必ず配備願いたい。
5 認知症予備軍と言われるMCI段階の高齢者が“ひきこもり”になって認知症になってしまわぬよう、社会生活を支援するサポートシステムを構築されたい。
6 在宅介護中の家族支援の施策を、介護者ニーズ等を調査の上、具体化して下さい。
7 初期認知症の人が在宅生活できるための訪問医療・看護及び介護サービス資源や成年後見制度の活用等、ソーシャルサポートができる地域ケアシステムの構築に行政機関として責任を持ってコーディネイトを進めて下さい。とりわけ、身寄りにない老人の成年後見制度の市長申し立てを進めて頂くと共に、後見人育成によって当事者の権利擁護に万全をはかって下さい。
8 介護殺人や孤独死、高齢者虐待など悲惨な事態が起こらぬよう、地域見守りネットワーク等を行政のコーディネイトで構築するなどして万全の措置講じて頂きたい。
9 特別養護老人ホームや老人保健施設は待機者が依然多くみられる現実を早急に改善する必要があります。介護保険制度の“利用者選択の自由”に反する現実を解消する必要があります。
10 療養型病床群の廃止により、現在の利用者が医療・介護難民として放置されぬよう、医療と介護を保障する措置を講じて下さい。
2、 高齢者に必要な公共交通の改善・整備について
1 高齢者にとって必要な住区の区役所・福祉事務所、医療機関等を結ぶ公共交通のネットワーク網が運行路線や運行ダイヤなど両面からみて貧弱極まりないと言わねばなりません。高齢者や認知症になった人々の運転免許返還等が言われながら、それを担保する公共交通整備を望みます。
2 岡山駅等主要ターミナルの乗り場場所や運行表示をできるだけ簡潔に分かりやすい仕組みに改善して下さい。市民でさえ、同一方向が重複していたり日頃行っていない所などへ行こうとするときいちいち案内者に確かめなければならない表示になっています。また、同じ方向を走る岡山電気軌道バスとその他の郊外バス路線で夫々別のバス停留所になっているのは共用できないものでしょうか。利用者本位でなく各バス会社の都合優先の編成を改善して下さい。
3 岡山駅や天満屋などを中心とした放射状運行路線だけでなく、政令都市にふさわしい環状路線の検討等、利用者ニーズを調査して先験的な取り組みを進めて下さい。要居住圏域と商業・文化資源圏域を結ぶ中型・小型車両などによる定時循環運行交通通の開発等も検討課題と考えます。また、ワンコインで乗れる主要拠点巡回バスなどの創設を研究頂きたい。
4 高齢者にやさしい低床バスの導入促進を希望します。現状は、名目的・限定的な域を出ていない。
5 認知症高齢者のバス料金半額化を要望します。
6 公共交通の中で電車軌道系の拡充配備はブロック圏域の高齢者のみならず一般市民の生活基盤の質的向上となると共に、地域の生産性向上の基盤となるものと考えます。長期展望にたった施策計画を進めて下さい。（当面、岡山電気軌道の西大寺方面や岡山港方面延長、吉備線との相互乗り入れ等）

3、 住みやすい都市空間の整備を
1 高齢者が日常的に市街地を散策し楽しめる都市空間の創造を期待します。具体的には、主要駅や市街地商店街など主要拠点などに休息できる空間整備やベンチの設置を要望します。（岡山駅は鉄道駅舎やバス乗り場は判りにくい設計になっているうえ、ベンチなどが少なく高齢者には利用しにくい空間になっています。その視点にたった改善を望みます。）
2 自動車優先の道路政策を改善してプロムナードゾーンを大胆に整備する等、地方都市ならではの特徴ある都市整備を期待しています。（案：奉還町生鮮大市場・地方工芸品手作りバザール・民芸品・陶器市ゾーンなど）
3 区毎に岡山のシンボルになうような市民が憩える緑あふれる公園造りを進めて下さい。
4 マンション建設が空き地などにバラバラの方向を向いて無計画に乱立する風景が見られます。都市計画に沿って整理された都市づくりの中で許認可が進められるよう希望します。
5 消防・防災に留意した都市づくりの基盤整備を望みます。また、災害弱者の避難対策を各地域各種団体へ働きかけて恒常的に準備して頂くよう要請いたします。
以上
※付帯資料として、下記の2件を参考までに添付いたします。
①公益社団法人　認知症の人と家族の会が厚生労働大臣宛て2011.4．13提出の、「認知症の人も家族も安心して暮らせるための要望書」
②当会岡山県支部会員の岡山市に対する「高齢者に対する福祉の充実」意見書（意見書及び図2枚）
